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情報基盤本部長　村田　潔
本年度の『lnformatics』の発刊にあたり，情報基盤本部を代表して寄稿いただ
いたすべての方に心より感謝申し上げます。『lnformatics』は明治大学情報基盤
本部の機関誌であり，明治大学の情報基盤整備の現状と構想を学内外の多くの
方に伝える役割を持っています。しかし，それのみならず，学外からの投稿論
文を積極的に受け入れ，また大学の情報化に関連する多様な研究のマテリアル
を掲載しています。こうした盛りだくさんの内容を誇る本誌は，大学における
情報基盤に対する多様な関心を持つ方々それぞれが興味をもって読むことがで
きるものであると考えております。
　明治大学情報基盤本部では，明治大学のキャンパスを利用するすべての人が安全にかつ快適に情報環
境を利用できるよう，現在，情報基盤の整備を鋭意進めています。しかし，これは必ずしも簡単なこと
ではありません。
　明治大学における従来の情報システム整備は，一貫した情報戦略の下に統合的に進められてきたわけ
ではなく，いまだシングルサインオンが実現されていないことが示すように，アドホックな対応が行わ
れてきました。また，情報システム開発ポリシーも情報セキュリティポリシーも十分なものが整備され
ているとはいえません。このことは，ユーザサービスレベルの低下のみならず，情報資源コストの無駄
や深刻なセキュリティ上の問題を引き起こす可能性をはらんでいます。こうした状況を端的に表現すれ
ば，明治大学の情報基盤整備における問題は，技術にではなく，組織にあるといえます。
　限られた大学の情報化予算を有効に使うためにも，現在認識されている組織的問題は早急に解決され
る必要があります。情報基盤本部では，統合化・外部化・スリム化を明治大学の情報基盤戦略の柱とし
て掲げ，SaaSやクラウドコンピューティングなどの情報通信技術の最新動向をにらみながら，「持たざ
る情報化」へと舵をきることを検討しています。その前提として，情報システム開発ポリシーならびに
情報セキュリティポリシーは現代の情報環境に照らして十分なものが整備される必要があります。もち
ろん，ユーザサービスレベルを維持し，情報セキュリティを確保することは必須要件であり，これらを
「持たざる情報化」の犠牲にすることはできません。ただし，ユーザサービスレベルの維持とは，これ
まで提供されてきた情報基盤サービスが，これからも継続して提供されることを必ずしも意味するもの
ではありません。情報基盤の進化とともに人も組織も変っていく必要があるといえるでしょう。
　こうした「持たざる情報化」戦略の実現のためには，また，TCO（Total　Cost　of　Ownership）を低く抑
えるためにも，信頼できるパートナー企業との長期にわたる提携関係の確立が重要になるかもしれませ
ん。ここで提携関係とは，決して馴れ合いの関係ではなく，大学とパートナー企業とが緊張感を持った
協力関係を継続していくことに他なりません。
　情報基盤戦略の遂行に当たっては，十分な事前調査を行い，全学的な理解を得る必要があります。こ
こ1，2年はそうした調査に費やすお金も時間も多くなることと思います。しかし，そうしている間に
もシステムメンテナンス要求は続々と押しかけてきます。これをいかにうまくさばき，5年先の理想的
な情報システム基盤へと結び付けていくのかが，当面の情報基盤本部の課題であるといえます。これを
お読みの皆様で良いアイデアをお持ちの方があれば，是非教えていただければ幸いです。今後とも情報
基盤本部への一層のご支援をお願いして巻頭言とさせていただきます。
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